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美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

■ お問い合わせ先
　町総務課(担当･山口)
　☎32‐6700美浜町と日本郵便株式会社が包括連携協定を締結

地域課題解決に向け連携

会
社
と
の
包
括
連
携
協
定
に
関
す

る
協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
町
と
日
本
郵
便

㈱
が
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実

現
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
の
育
成
等
、
5
項

目
で
連
携
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
締
結

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

町
と
日
本
郵
便
㈱
は
、
こ
れ

ま
で
地
域
の
見
守
り
活
動
や

災
害
発
生
時
に
お
け
る
相
互
協

定
等
の
項
目
に
つ
い
て
、
個
別

に
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
し
た

が
、
個
別
協
定
で
は
活
動
内
容

10

が
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
包
括
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

包
括
協
定
の
締
結
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
幅
広
い
分
野

で
連
携
し
て
課
題
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
地
域
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

協
定
書
に
調
印
し
た
戸
嶋
町

長
は｢

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
心
強
い｣

と

あ
い
さ
つ
し
、
美
浜
郵
便
局
の

木
野
局
長
は｢

町
民
の
皆
さ
ん
が

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い｣

と
述
べ
て
い

ま
し
た
。

東京美浜会が総会を開催

ふるさと美浜が共通点

美浜町地域あいあいポイント事業
ポイント活動期間の変更について

　町では、高齢者の社会参加や健康づくり、生きがいづくりを応援する取

り組みとして ｢ 美浜町地域あいあいポイント事業 ｣ を行っています。

　地域あいあいポイント事業では、地域貢献活動や健康づくり活動に参加

することで、ポイントを貯めることができます。活動に参加して貯まった

ポイントは、交換申請期間中に申請することで、活動奨励品と交換するこ

とができます。

　ポイント手帳が、令和 6 年 1 月に切り替わることに伴い、令和 5 年度

のポイント活動の期間が次のとおり変更となります。

美浜町地域あいあいポイント事業

※お問い合わせ先　町健康福祉課地域包括支援センター(担当・植中)　☎32‐6704

◆活動の期間

貯まったポイントを次年度に繰り越すことはできません。必ず交換してください。

注意 ‼

【変更前】

　4月1日から令和6年3月31日

【変更後】

　4月1日から令和5年12月31日

◆交換申請の期間
令和5年分のポイントは、令和6年1月4日から31日の間で交換手続きをお願いします。

◆交換の方法
【手帳をお持ちの方】

　町健康福祉課にポイント交換申請書(※)をご提出ください。申請後、引換券がお手元に

届きましたら、町指定の活動奨励品引換店にて各自引換えをお願いします。
※申請書の様式は、健康福祉課窓口または町ホームページから取得できます。

【アプリをお持ちの方】

　アプリで交換手続きができます。申請期間中にアプリにて引換券の発行をお願いします。

町指定の活動奨励品引換店へ引換券画面を提示して交換をお願いします。また、手帳とアプ

リを併用している方は、別途手続きが必要なため町健康福祉課までお越しください。

◆団体更新の手続きについて
　令和6年1月以降も継続してポイント事業に参加するには、団体登

録更新手続きが必要となります。各団体の代表者は申請書に必要書

類を添え、町健康福祉課に提出してください。

　また、新規での団体登録も随時募集しています。ポイント事業の

詳細は、町健康福祉課まで問い合わせください。

【更新申請書提出期限】　令和5年12月28日(木)

月
27
日
に
、
町
役
場
で

美
浜
町
と
日
本
郵
便
株
式

↑協定書に調印する戸嶋町長 ( 左 ) と木野局長 ( 右 )

↑協定書に調印し、記念撮影をする出席者

■ お問い合わせ先
　・東京美浜会広報担当 ☎090‐9308‐7395
　・町まちづくり推進課(担当･山本) ☎32‐6701

今後は、1年間(1月1日から12月31日)でポイントを貯めていただく形式に変更となります。

総
会
並
び
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

東
京
美
浜
会
は
、首
都
圏
に
在

住
の
美
浜
町
出
身
者
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、平
成
元
年
の
発
足
か
ら
、

今
年
で
35
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、初
め
に
松
下
会
長

が｢

会
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
、今

年
は
新
た
に
3
人
が
会
員
に
な
っ

て
く
れ
た
。今
後
も
美
浜
町
と
東

京
美
浜
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
西
村
副
町
長
が
町
の

近
況
と
し
て
、
4
月
に
電
池
推
進

遊
覧
船
が
完
成
し
、
美
浜
町
レ
イ

ク
セ
ン
タ
ー
が
開
業
し
た
こ
と

や
、
6
月
に
は
道
の
駅
若
狭
美
浜

は
ま
び
よ
り
が
開
業
し
た
こ
と
等

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
特
別
企
画
と
し

て
、
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
の

大
野
館
長
に
よ
る
講
演
や
町
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
る｢R

o
u
te2
7

ち
ゃ
ん
ね
る｣

と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
交
流

が
図
ら
れ
ま
し
た
。
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東
京
美
浜
会
で
は
、首
都
圏
に

不
慣
れ
な
方
の
サ
ポ
ー
ト
や
故
郷

に
つ
い
て
語
り
た
い
が
チ
ャ
ン
ス

が
な
い
と
い
う
方
へ
の
機
会
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、美
浜
町
出
身
者
で
、首
都

圏
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。ご
本
人
を

は
じ
め
、ご
親
戚
や
ご
友
人
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

月
21
日
に
、
東
京
都
内

で
第
35
回
東
京
美
浜
会

↑総会並び懇親会の出席者



2023.12 月号13 12広報みはま

美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第27回定期検査中(令和5年10月25日～)

美
浜
発
電
所
3
号
機

　
　
　
　
　

第
27
回
定
期
検
査
実
施

　

美
浜
3
号
機
は
、
令
和
4
年
9
月
26
日

か
ら
本
格
運
転
を
開
始
し
て
い
ま
し
た

が
、
10
月
25
日
に
原
子
炉
を
停
止
し
、
定

期
検
査(

※)

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
期
検
査
で
は
、
燃
料
集
合

体
全
１
５
７
体
の
う
ち
57
体(

新
燃
料
48

体
、
再
使
用
燃
料
9
体)

を
交
換
す
る
予

定
で
あ
り
、
令
和
6
年
1
月
中
旬
に
原
子

炉
起
動
及
び
調
整
運
転
等
が
開
始
さ
れ
、

2
月
中
旬
か
ら
本
格
運
転
が
再
開
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

定
期
検
査
に
お
い
て
、
原
子
炉
本
体
や

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備
、
放
射
線
管
理
設

備
等
の
点
検
が
実
施
さ
れ
る
他
、
主
要
工

事
と
し
て
、
余
熱
除
去
系
統
の
信
頼
性
向

上
の
観
点
か
ら｢

化
学
体
積
制
御
系
統
抽

出
水
オ
リ
フ
ィ
ス
取
替
工
事(
詳
細
は
13

頁)｣

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
設
備

の
保
全
対
策
と
し
て
、
2
次
系
配
管
肉
厚

の
管
理
指
針
に
基
づ
き｢

2
次
系
配
管
の

点
検
・
取
替(

詳
細
は
14
頁)｣

等
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
主
要
工
事
や
設

備
の
保
全
対
策
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
原
子
力
発
電
所
で
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
き
、

設
備
を
安
全
な
状
態
に
保
ち
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

止
し
て
安
定
し
た
運
転
を
続
け
る
た
め
、
定
期
的
に
発

電
を
停
止
し
、
検
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【第 27 回定期検査の作業工程】

◎化学体積制御系統 抽出水オリフィス取替工事

　米国の原子力規制委員会が米国原子力事業者に対し｢蒸気ボイ

ド(気泡)による余熱除去ポンプ機能喪失｣について通知したことを

受け、当該系統の信頼性向上の観点から余熱除去ポンプ機能喪失

事象の検証を実施しました。

　検証の結果、現運用では原子炉起動時の圧力調整運転において

余熱除去ポンプ機能喪失が生じる可能性があることが分かったた

め、新たに化学体積制御系統を用いた１次冷却材系統の圧力調整

が実施できるよう、抽出水オリフィスを口径の大きいものに取り替

えます。

　上記事象の進展により、燃料取替用水
タンクから水温の低い水が余熱除去ポン
プに送水され、余熱除去系統の圧力が低
下します。系統内の水が沸騰することで
ボイド(気泡)が発生し、ポンプが損傷する
可能性があります。
　そのため、上記事象が生じる温度に達
する前に、化学体積制御系等を用いた調
整運転へと切り替えできるよう、A抽出水
オリフィスの口径を大きいものへと取り
替え、圧力の調整が可能となるよう設備
を改修します。

【系統概要図】

【抽出水オリフィス概要図】

【原子炉起動時の 1 次冷却材の温度と圧力の推移】

圧力低下により沸騰する可能性のある温度に達する
前に、化学体積制御系統を用いた調整に切り替え。

余熱除去ポンプ機能喪失が生じる
おそれのあるケース

工程
工程

R5.10 月 R5.11 月 R5.12 月 R6.1 月 R6.2 月

① 1 次冷却材
　系統降温

②原子炉容器開放

③燃料取出

④ 1 次系ポンプ
　弁点検

⑤燃料装荷

⑥原子炉容器組立

⑦起動試験

⑧ 1 次冷却材系統
　漏えい検査

⑨起動前弁点検

⑩原子炉起動試験

⑪出力上昇試験

化学体積制御系統
抽出水オリフィス
取替工事

●解列
( 送電停止 )

●

並列 ( 送電開始 )
(1 月中旬予定 )

●

総合負荷性能検査
(2 月中旬予定 )

主要作業
その他作業

①原子炉起動中に１次冷却材が漏えい
②燃料取替用水タンクから注水を実施
③配管内の水が圧力低下により沸騰

進
展
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大野市への避難ルートと避難施設大野市への避難ルートと避難施設
　町では、万が一に備え、広域避難計画で地区毎の大野市の避難施設までの避難方法を次のとおり定めています。
　原子力災害が発生した場合は、町の原子力災害対策本部からケーブルテレビや戸別受信機（屋内放送）、屋外放
送スピーカー等、あらゆる広報媒体を使ってお知らせしますので、あらかじめ避難方法や経路を確認しておいて
ください。
※UPZ（発電所から半径おおむね5～30km圏内）における避難・一時移転指示は小学校区単位で出されます。

　なお、このルートは避難の基準（500μSv/h）により全町域が即時避難する場合を想定したもので、各区域（東
小学校区、中央小学校区、西小学校区）が避難先までの間に交差することなく出来る限りスムーズに避難できるよ
う勘案して設定しています。
　但し、自然災害等により道路が通行不能になった場合や、一時移転の基準（20μSv/h）により避難する場合は、
最も効率的な避難ルートを設定し、お知らせします。

15 16

小学校区 地区名 一時集合施設 避難ルート（※） 拠点避難所（避難車両の駐車場） 避難施設
施設名称 住　所 施設名称 住　所

美浜東
小学校

丹 　 生 丹生公民館 県道141号⇒県道33号⇒国道8号⇒
北陸自動車道（敦賀IC⇒福井IC）⇒国道158号 富田大橋河川敷 大野市中保

富田公民館 大野市上野42-6-1
竹 　 波 竹波原子力防災センター 大野市富田小学校 大野市上野42-3
菅 　 浜 農業構造改善センター・山東公民館菅浜分館 県道33号⇒国道27号⇒国道8号⇒北陸自動車道（敦賀IC⇒福井IC）⇒国道158号 大野市尚徳中学校 大野市土打45-9
け や き 台

美浜東小学校
県道118号⇒国道27号⇒
舞鶴若狭・北陸自動車道（若狭美浜IC⇒福井IC）⇒
国道158号

君が代橋河川敷 大野市菖蒲池 大野市エキサイト広場
総合体育施設 大野市桜塚町601

北 　 田
佐 　 田
美浜東「美し野」
ニュータウン
太 　 田

農村婦人の家
町道坂尻・太田線⇒国道27号⇒
舞鶴若狭・北陸自動車道（若狭美浜IC⇒福井IC）⇒
国道158号

君が代橋河川敷 大野市菖蒲池 大野市エキサイト広場
総合体育施設 大野市桜塚町601山 　 上

坂 尻

美浜中央
小学校

栄

美浜中央小学校

県道213号⇒国道27号⇒
国道8号⇒北陸自動車道（敦賀IC⇒福井IC）⇒国道158号

富田大橋河川敷 大野市中保 青少年教育センター 大野市中野57-6-1
南 　 市 大野市開成中学校 大野市新庄16-7
河 原 市 奥越ふれあい公園 大野市篠座70-46 大野市上庄小学校 大野市稲郷27-11和 　 田
小 　 倉

美浜中学校

富田大橋河川敷 大野市中保 学びの里めいりん 大野市城町9-1
木 　 野

奥越ふれあい公園 大野市篠座70-46

B&G海洋センター 大野市稲郷43-17-1佐 　 柿
麻 　 生
中 　 寺 大野市上庄中学校 大野市稲郷74-25宮 　 代
安 　 江

上庄公民館 大野市稲郷43-2五 十 谷
寄 　 戸
興 道 寺

保健福祉センター「はあとぴあ」 町道金安線・郷市線⇒国道27号⇒国道8号⇒
北陸自動車道（敦賀IC⇒福井北IC）⇒
中部縦貫自動車道（福井北IC⇒大野IC）⇒国道157号

奥越ふれあい公園 大野市篠座70-46

大野市小山小学校 大野市下舌9-1-1
佐 　 野

大野市上庄中学校 大野市稲郷74-25上 　 野
野 　 口
雲 　 谷
新 　 庄 耳公民館新庄分館 富田大橋河川敷 大野市中保 下庄公民館 大野市中野町3-1-16

美浜西
小学校

気 　 山
総合体育館

梅街道⇒町道坂尻・太田線⇒国道27号⇒
舞鶴若狭・北陸自動車道（若狭美浜IC⇒福井北IC）⇒
中部縦貫自動車道（福井北IC⇒大野IC）⇒国道157号

富田大橋河川敷 大野市中保 福井県立大野高等学校 大野市新庄10-28
大 　 藪
久 々 子
郷 　 市

美浜西小学校
松 　 原
久 　 保

君が代橋河川敷 大野市菖蒲池 大野市有終南小学校 大野市春日2-8-30矢 　 筈
金 　 山
日 　 向

北西郷公民館
レインボーライン料金所前⇒梅街道⇒国道27号⇒
舞鶴若狭・北陸自動車道（若狭三方IC⇒福井北IC）⇒
中部縦貫自動車道（福井北IC⇒大野IC）⇒国道157号

富田大橋河川敷 大野市中保
福井県立大野高等学校 大野市新庄10-28

早 　 瀬 大野市有終東小学校 大野市美里町901笹 　 田
※UPZ（3ページ参照）の避難では、災害発生時に「スクリーニング・除染場所候補地（10ページ参照）」
　の中から選定された会場を通過する必要がありますので、併せて確認しておいてください。

大野市への避難ルートと避難施設

◎ 2 次系配管の点検

　関西電力㈱が定めた｢2次系配管肉厚の管理指針｣に基づき、1,532箇所の配管の超音波検査(肉厚測定)を

実施します。併せて、高圧排気管の直管部32箇所について、配管内面から目視点検を実施し、配管内面に減肉

が認められれば、追加で超音波検査を実施します。

【2 次系配管肉厚の管理指針に基づく超音波検査箇所】

｢2 次系配管肉厚の管理
指針 ｣ の点検対象部位 今回点検実施部位

主要点検部位
( エルボ部、T 字配管等 )

1,532 654

主要点検部位以外 1,015 67

合計 2,547 721
↑配管の肉厚測定

◎ 2 次系配管の取替

過去の点検において減肉傾向が確認された部位12箇所、配管取替時の作業性を勘案した部位41箇所、今

後の保守性を考慮した部位36箇所、合計89箇所を耐食性に優れたステンレス鋼または低合金鋼の配管に取

り替えます。

【系統別概要図】
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受
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【凡例】

　

本
町
到
着
後
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エ
ネ
ル
ギ
ー
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き
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。
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概
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。
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携
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。

↑きいぱすでの説明

美 し 野


